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 要　　旨
本研究では，小グループにおける文書情報共有システムの実装と評価を行った． 
研究室などにおいては，多様な文書情報が存在し，それぞれに異なるデータベースやファイル構
造によって多元管理されていることが多い．多元管理されていることで，それぞれの関連性を保
持できないという問題が発生する． また，研究室などに新たに配属された学生は専門的な知識
や経験が浅く，調査したいことがあってもどのような検索をすればよいのかわからないことが多
い． 
そこで本研究では，文書情報に対して半自動的にメタデータをつけ，グループ分けやメタデータ
のレコメンドを行うことで，専門知識や経験不足である学生に対して，検索や調査をサポートし
新たな知見を与えられるようなシステムを作成した．また，専門知識や経験のある学生において
も，過去の情報の検索に有用であり，新たな知見を得られるようにした． 
掲示板の一記事や一編の論文など，それ以上細かく分割しない最小のまとまりをドキュメントと
呼ぶこととする．それぞれのドキュメントにはメタデータが付けられる．メタデータはドキュメ
ントの特徴語および日付や著者名が自動で付けられる．特徴語は自動定義特徴語とユーザ定義特
徴語が存在する．自動定義特徴語は，ドキュメントの登録時に自動的につけられる．ユーザ定義
特徴語は特徴語としてユーザが自由につけた語である． 
ドキュメントはグループに属すものとする．グループは主観分類グループと自動分類グループの
二つである．主観分類グループは，ドキュメントの登録時に登録者が所属させる．主観分類グル
ープはドキュメントの性質を表す分類である．ドキュメントが主観分類グループに所属している
ことにより，検索の絞込みに利用することもできる．単純ベイズ分類器を使い機械学習をさせ，
自動的に主観分類グループをレコメンドするようにした．自動分類グループはクラスタ分析を行
い本システムが自動的にドキュメントを分類するものである．自動分類グループからユーザ定義
特徴語をレコメンドする．ユーザ定義特徴語の登録時に，自動分類グループからユーザ定義特徴
語をレコメンドする．これにより意図したメタデータをつけられるようにした．
本研究では，本研究室で 8年に及ぶ運用経験のある少人数コミュニケーションツール Urbanの
データを利用し，実験した．Urbanのモジュールで扱われるテキストデータをドキュメントと
して利用し主観分類グループの分類の実験を行った．結果，手動による主観分類グループの分類
と本システムによる主観分類グループの分類の一致度は約 70\%であり，自動での主観分類グル
ープの分類が正確になされていることがわかり，主観分類グループのレコメンドは有用であると
考えられる． 
